平成１９年度　第１回　芦屋市高齢者権利擁護委員会　会議録
	日　　時
	平成１９年５月２８日（月）　13：30～15：30

	会　　場
	北館２階　第３会議室

	出 席 者
	委 員 長　上田　晴男
委　　員　間瀬委員，谷村委員，藤本委員，田中委員，瀬々倉委員，中野委員

安宅委員，浅原委員
オブザーバー　芦屋市潮見高齢者生活支援センター
事 務 局　芦屋市精道高齢者生活支援センター

　芦屋市高年福祉課

	会議の公表
	　　　□　公　開　　　　　　　□　非公開　　　　　　　■　部分公開

＜非公開・部分公開とした場合の理由＞

　個人情報


	傍聴者数
	　　　　　　　１人


１　議題
(1)未来志向プロジェクト調査研究報告書及び芦屋市高齢者虐待対応マニュアルについて
(2)平成１８年度の権利擁護相談状況について
(3)平成１９年度の高齢者権利擁護委員会について
２　審査（議）内容
(1)未来志向プロジェクト調査研究報告書及び芦屋市高齢者虐待対応マニュアルについて
　（事務局）（資料説明）
　
(2) 平成１８年度の権利擁護相談状況について
（事務局）（資料説明）
（委　員）家庭内暴力について相談がよく入るようになりました。ただ，対応する根拠法等で苦慮するのが現状です。潮見高齢者生活支援センターも，こういった相談が入っても，なかなか対応しにくい事案だと思います。

（委　員）例えば，行田市であれば，高齢者，障害者，児童の横断的な対応を行う条例を策定しています。そうすると，対応根拠とすれば整備されると思います。
（委　員）○○のケースでは，家族構成員それぞれに精神障害や認知症といった課題があります。

　　　　　また，支援に要する期間が長くかかっています。例えば△△のケースであっても，終了までに１年の経過がかかっています。
（委　員）マニュアルのフローがありましたが，支援過程で流れたのかどうか，過程上の課題は何か，評価ができて，課題が見えてくるようになれば，スタッフも動きやすくなるのではないでしょうか。
（委　員）フローの対応段階上のどこで行き詰っているのか把握していければよいと思います。
（委　員）認知症等精神疾患を含めた症状が中心となったケースが多いと思いますが，どの程度の割合になっているでしょうか。開業医が診察上で把握できるケースがかなりあるのではないでしょうか。これを気づきシートなどを配布した場合に発覚するものが数多くでてくると思います。

　　　　　　なかには，認知症の対象者が介護者の方に手を上げるといった場合もあると聞きます。
　（事務局）ほとんどが認知症や精神症状などの課題を含んだケースとなっています。

家族の構成員，介護する方に課題ある等の複雑な状況となっているケースが数多く見られます。
（委　員）精神科医師へ意見書の記載をお願いする場合もありますが，記載だけの関わりになってしまって後のフォローにつながらない場合があります。

内科医師から精神科医師へつないでもらうとスムーズになります。

精神科医師との連携をもう少し密にとれればと思います。
(3) 平成１９年度の高齢者権利擁護委員会について
　（事務局）（資料説明）

　（委　員）新しいプロジェクトチームの構成員ですが，保健もしくは医療関係者の方に入っていただいたほうがよいと思います。
　　　　　　権利擁護相談のことですが，ケアマネジャーや民生委員などにも積極的に活用していただいたらよいと思います。

（委員長）ワーキングチームは今年度もこのままですが，活用方法に課題が残ります。どこまでケースにかかわるのか，事例にもよると思いますが。
（委　員）キーコーディネーターが高年福祉課に要請をして，高年福祉課からワーキングチームに援助要請がでる。対応した委員は報告書として提出する。あるいは，支援をパッケージ化するなど，支援の範囲を整理したほうがよいと思います。

　（委員長）普及啓発活動の研修ですが，昨年度は未来志向プロジェクトでフォーラムを開催しましたが，今年度は第２回のフォーラムは考えられていますか。
（事務局）フォーラムは予定していません。ケアマネ対象の研修等を予定しています。

（委　員）虐待対応マニュアルの講習会を予定する必要があります。また，研修開催の手法については，高年福祉課単独で行うことでなく，各関係機関や団体と合同で実施する方法もあると思います。
（委員長）それぞれの各機関や団体ごとで権利擁護関係の研修はあると思いますが，合同で実施する方法のほうがつながりを持つことができ，実践的でよいと思います。
（委　員）研修関係については，基幹包括が主催しプログラムを作成するのですか。
（事務局）今年度たくさんの種類の研修実施を考えています。権利擁護関係については，対象をケアマネジャーに限らず，対人援助職，施設関係者，民生委員，福祉推進委員等への関係者への案内を検討しています。実施時期は９月・１月ごろを予定しています。その他の時期はすでに別の研修を予定しています。

　　　　なお，合同開催ということになれば，事前の準備等プロセスが必要だと思いますので，開催については，１月ごろがよいと思います。

　　　　そのため，企画はこの委員会で提案し，事務的な調整は事務局で行うことがよいと思います。

　　　　ただし，フォーラム的なことは今の段階で予定はしていません。
（委　員）ミニ地域ケア会議や小地域ブロック連絡会に，権利擁護委員会のメンバーが参加する考えが昨年度あり，実現はしませんでしたが，今年度はぜひ参加させていただきたいと思います。地域ごとのネットワークを知らないと，一部の専門職のみが行っているようではいけないので，草の根部分も実施してきたいと思いますのでよろしくお願いします。
（委　員）ケースのなかでは精神症状のかかわりが多くなっています。いろんな場面で偏見等もみられます。保健所などから，これらのことに関して市民啓発的な研修会が開催され，その土台のうえで虐待関係の周知を図っていくことが必要だと思います。そうすることで，市民の意識も変わってくると思います。
（委　員）せっかくなので，各機関や団体が開催している研修等を情報交換すればよいと思うのですが。
（事務局）各機関や団体などの研修会の情報集約ですが，７月に「地域ケアシステム会議」を予定しています。そこに情報を提供してもらえれば，地域ケア会議のなかで共催等も検討できるかと思いますので，その方法で集約させてもらうことはどうでしょうか。
（委　員）参考までに昨年度の研修開催実績なども情報提供してもらえれば，昨年度との比較を踏まえて検討できるかと思います。
（事務局）１８年度の実績と１９年度の予定を提供してもらうこととします。
　閉会
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